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新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、協会活

動の中止、自粛のお願いをしてから約３ヵ月が経過し

ました。「ステイホーム」「ソーシャルディスタンス」「マ

スク着用」が当たり前のようになり、私たちの生活様式

は大きく変容しましたが、季節はいつもどおり移ろい、

新緑の美しい季節が訪れています。 

 

本来なら新年度を迎え、気持ちも新たに皆さんと活

動をご一緒できる喜びで満たされる時期ですが、今年

は残念ながらいまだに叶いません。 

 

三鷹市では、東京都の緊急事態措置により、市内公

共施設を５月３１日（日）まで閉鎖しています。

MISHOPもこの方針に基づき同様の措置を取り、引き

続き感染拡大防止へのご協力をお願いしているところ

です。 

 

  協会では支援活動を中心として、事務局におきまし

て外国籍市民の皆さまへの対応や、メールなどを利用

し公的機関からの情報提供を行っております。 

 

６月１日（月）以降につきましては、三鷹市等の対応

を踏まえ協議の上ご連絡いたします。ご理解とご協力

をよろしくお願い申し上げます。協会ウェブサイトにも

掲載いたしますので、ご確認いただけましたら幸いで

す。 

 

  引き続き健康にご留意の上お過ごしください。 

 

三鷹国際交流協会事務局 

 

 

 

２０２０年度協会会費納入のお願い 

 

MISHOPは、維持会員及び賛助会員の皆さま

のお力添えで支えられています。このような状況下

ではございますが、引き続き、皆さまのお力を頂戴

できましたら幸いです。 

 

 

通常、協会会費のお支払いは、協会の窓口、また

は、ゆうちょ銀行へのご入金をご案内しております

が、現在、協会施設は閉館しておりますので、協会

窓口でのお取り扱いできません。今後、協会施設

が開館いたしましたら、そのお取り扱いも再開いた

します。ご不便をお掛けし恐縮ではございますが、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

三鷹国際交流フェスティバル 

MISHOP WORLD 2020 の中止について 

 

今年度の開催につきまして、協会両副理事長、

昨年度の実行委員長、常務理事、そして共催団体

の三鷹青年会議所や後援団体の三鷹市とも協議

を行いました。 

 

例年５月頃、フェスティバル実行委員会を立ち上

げて準備に着手いたしますが、現状では委員会の

開催も難しく、およそ５万人のお客さまが集まるフェ

スティバルにおいては、密集する機会も多く、ご協

力くださるボランティアの皆さん、お客さまが安心

して国際交流を楽しむ機会のご提供は困難である

という結論に至り、今年度の開催は見送ることとい

たしました。 

 

ここまで開催を重ねてこられましたのも、フェス

ティバルを大切に思ってくださっているボランティ

アの皆さんの熱意、そしてご尽力のおかげと改め

て感謝の思いを強くした次第です。大変残念です

が、この思いを忘れずに、次回開催時によりよいフ

ェスティバルが開催できるように活かしてまいりた

いと存じます。 

 

今後とも、皆さまのご理解とご協力をよろしくお

願いいたします。 

 


